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２学期を終えて…
校長 渋 谷 順 一

カルデラの里にも本格的な冬の到来を感じると共に，今年も残すところ１週間となりました。保護

者・地域の皆様におかれましては，新年を迎える準備等でお忙しくお過ごしのこととご推察いたしま

す。本日，８６日間の２学期を無事終了することができました。心配していた新型コロナウイルス感

染症も落ち着いたことで，今学期予定していた全ての教育活動を終えることができました。特に，予

定していた校外学習が実施できたことは大きな成果と考えております。この間，保護者・地域の皆様

には，本校教育活動に対しご理解とご協力を賜りましたことに感謝申し上げます。

さて，２０２４年になると日本の人口で５０歳以上の占める割合が５割になると言われています。

このような社会構造はどこの国も経験したことのない未知の社会です。そのような社会を迎えるにあ

たって解決していかなければならない社会的課題は多岐に渡ります。例えば，「人口と労働力の問題」や

「医療・介護の問題」，「社会保障の問題」など課題が山積みしています。そのような課題を解決し

ていく方策として，サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させた

『デジタル社会』の構築が目指されています。

生産現場では，すでにデジタルを活用した技術が生産性を高めるために導入され，ＡＩが（人間で

いえば脳の役割），センサーが（人間でいえば目の役割），Ｉｏｔが（人間でいえば神経系），ロボ

ットが（人間でいえば筋肉）と，生産性革命も広がりを見せています。第一次産業においても自動運

転のトラクターなどさまざまなところでデジタル化が進みつつあります。近い将来，昔見ていたマン

ガの未来社会が現実のものとなりつつあります。

しかし，デジタル化がどんなに進んでも変わらないものがあります。それは温かな人間関係と今ま

で大切に受け継がれてきた伝統文化です。

お正月の挨拶といえば「あけましておめでとうございます」ですが，「あけまして」という意味を

調べてみると，「夜が明けて」という意味になると言います。昔は今のように電気もなく，夜になる

と真っ暗で不安な時間だったのでしょう。そんな真っ暗で不安な時間を過ごし，新しい年の日を迎え

られたことにたいしておめでたいという意味を込めて「あけまして」を使ったのではないかと言われ

ています。

さあ，明日から始まる冬休みは，子どもたちにとって「温かな人間関係と伝統文化」に触れる良い

機会となります。子どもたちにとって有意義な冬休みにしてほしいと願っています。

３学期の始業式〔１月１９日（水）〕には，１３名が元気に登校してくれることを今から楽しみに

しています。また，３学期にはスキー学習も予定しています。休み中に道具の点検や足慣らしをして

おいていただけると大変助かります。

来年が保護者・地域の皆様にとって良い年でありますようにご祈念申し上げるとともに，来年も本

校職員一丸となって子どもたちの教育活動に取り組んでいきたいと考えておりますので，皆様の変わ

らぬご支援・ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

=お知らせとお礼=
・１２月２９日（水）～１月５日（水）まで学校閉庁日となります。その間，教職員の出勤は

ありませんでご理解願います。なお，緊急の場合は，教頭までご連絡願います。

・保護者アンケートについてご協力ありがとうございます。保護者アンケート結果については，

３学期の教育活動の改善及び来年度の学校経営ビジョンに役立てていきたいと考えておりま

す。結果の公表につきましては１月の学校だよりを考えております。



１１月２６日， 一日防災学校を実施しました。これは，本

校教育プランにあります「命を守る～安全指導」の取組の一

つとして行いました。 はじめに，地震想定の避難訓練です。冬

場の地震では，揺れがおさまってから，防寒着を身につけ，靴を履き替えての避難となります。慌てず落ち着いて「お・

は・し・も」を意識して避難することができました。 次に，村の防災担当者から村で準備している避難所の防災グッズ

の紹介や地震の時の適切な行動についてクイズ形式でお話ししていただきました。次の時間は，各学級ごとに分か

れて，災害に備えた学習を行いました。それぞれ発達段階に応じた内容で，災害時の行動の在り方について学ぶこと

ができました。昼の非常食体験では，「大きいお肉が入っていておいしいね。でも災害が起きたら，おかわりもできなく

て，がまんしなくちゃいけないんだよね。」という声も聞かれました。いつも通りの生活のありがたさを感じた児童もい

たようです。ご協力いただきました関係機関の皆さん，ありがとうございました。

心臓マッサージのやり方
を知ることができた。
AED の使い方もわかって
楽しかった。

避難所の設備がわかりまし
た。今回クイズで学んだこ
とを実際に地震があったと
きに活用したいです。

避難の時の持ち物がわかりました。コロナ
対策のためにもマスクを待っていきます。
地震発生時や地震後の行動が完璧になりま
した。安心できました。

５・６年生は，ふるさと学習でお世話になっている
さんをゲストティーチャーに迎え，おいしいごはんの
炊き方を教えていただきました。米の消費量が減って
いることから，簡単に美味
しくご飯を炊いて，たくさん
食べてほしいと熱く語ってく
ださり，赤井川村のお米をお
いしく食べていきたいと感じ
ることができました。

１・２年は，生活科の学習で都郵便局へ行ってきまし

た。仕事の内容や苦労を質問したり，実際に，お札や硬貨

を数える機械が動いているところを見たり，荷物の梱包

体験をさせていただいたりと，大変有意義な時間となりま

した。挨拶もしっかり

できました。

ご対応いただきま

した都郵便局長様

ありがとうございま

した。

３・４年は，社会科の

学習で消防署に行ってきました。４年生は昨年に続

き，２回目の訪問です。３年生の学習を邪魔しないよ

うに，でも自分の疑問はしっかり解決しようと臨みま

した。３年生は，わかったことを一人一台端末にまと

め，日頃から，村を火事から守ってくれている消防署

の方に迷惑をかけないようにしたいと考えました。

消防署の

皆さん，ご協

力いただき，

ありがとうご

ざいました。

５・６年生は，オンラインで工場見学をしま
した。教室に居ながらにして，車の製造工程や
人と環境にやさしい車づくりを学ぶことができ
ました。最後には質問コーナーもあり，直接質
問することもでき
ました。お土産も
いただき，本当に
工場見学している
ようでした。



１２月４日（土），北海道教育庁後志教育局主催の標記の研修会が行われました。赤井川村は，生活改善セ

ンターをサテライト会場とし，本校からは，PTA会員２名と教頭が参加いたしました。「子どもの心に寄り添うアン

ガーマネジメント」と題した講演は，こころのケア and エデュサポートココカラ代表長縄史子氏の優しい語りによ

り，子どもの心に寄り添い，やる気を引き出す関わりについて考えることができました。

子どもの健やかな成長のためには，大人が感情のスタイルを変えることが大切であり，その一つのきっかけと

して，このような研修会に参加し，自分自身を振り返ってみることがオススメと話されていました。当日参加された

皆さん，ありがとうございました。感想を紹介します。

赤井川村ホームページの「くらしの情報」から，学校
の

ホームページをご覧いただくことができます。学校のグ
ランドデザインと学校だよ
り（web 版）を掲載してお
ります。なお，個人情報保
護の観点から，紙面版とは
一部変更しておりますので
ご了承ください。
右のQRコードから，ぜひ，覗いてみてください。

１２月９日，８回目となります保護者による読み

聞かせを行いました。今回は，クリスマスが近いこ

とから○，○○○さんが『イエスさまのお生まれ』

をピアノ演奏と歌を織り交ぜ，紹介してくださいま

した。

パーテーションや絵

をテレビに映すなどの

準備をしてくださり，感

染症対策をしっかりし

て実施されました。

○○○さん，ご協力

ありがとうございました。

大人に余裕がないと子どもの不満に気づけない。その通
りだと思います。子どもの話をきちんと聞いてあげて，あ
れやりなさい，これやってないなど言わないように気をつ
けたいです。他の方の意見も聞けて良かったです。

自分自身の振り返りができました。子
どもの話をきちんと聞いていきたい。パ
ンフレットを家でもみんなで見たいと思
います。怒りすぎていた感じがします。

６日～１０日の朝，児童会書記局が赤

い羽根共同募金活動を行いました。この

募金は、災害で被害にあった地域やお年

寄り・障害のある方のために使われます。

集まった募金は，児童会書記局から社会

福祉協議会の方に手渡されました。

１２月３日，教育委員会主催のブックフェスティバルが行われまし

た。初めに低・高学年に分かれて読み聞かせです。そのあと，たくさん

の本の中から最高６冊まで好き本を選びました。「先生，いい本見つ

けたよ。」とうれしそうな様子や「この本，おもしろそうじゃない?」と友

達に進める様子も見られました。おはなし

迷路や仕掛け絵本も大人気でした。感想

発表では，来年も楽しみにしていることや

お世話になった方への感謝の気持ちを伝

えることができました。

貴重な機会を企画してくださった教育

委員会，お手伝いいただいた保護者の皆

様，ありがとうございました。



１２月２４日現在

お願い
休み中も健康
観察シートへの
記入をお願いい


